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２０１８年度 Vol.３ 

＊講座の名称、開催日、内容などはいずれも予定です。応募方法等については、品川区環境情報活動セン

ターのホームページや、募集開始日の「広報しながわ」に掲載します。ご応募をお待ちしております。 

 

  

古帯等を使用したオリジナルキットで、モダンな

シルエットのお雛様を作ります。（参加費400円） 

■ 開催日／2月10日 (日) 

■ 場所／こみゅにてぃぷらざ八潮     

■ 募集／1月11日から         

■ 講師／竹中信子氏 

    （リサイクルアート作家） 

風力発電について学び、ペットボトルや牛乳パッ

クなどを使って風力発電機を作ります。 

■ 開催日／3月3日 (日) 

■ 場所／ こみゅにてぃぷらざ八潮  

■ 募集／2月1日から         

■ 講師／ 杉山仁氏 
 （蔵前理科教室ふしぎ不思議 幹事）                                                                       

 
  

 
 

ジャガイモやおやつについて学び、使用済み食用

油でキャンドルを作ります。 

■ 開催日／2月3日 (日) 

■ 場所／こみゅにてぃぷらざ八潮     

■ 募集／1月11日から         

■ 講師／森田孝枝氏 
    （カルビー㈱ 食生活アドバイザー） 

桜の名所として栄えた御殿山の環境がどのように

変化したのか、江戸時代を中心に取り上げます。 

■ 開催日／2月24日(日) 

■ 場所／品川歴史館     

■ 募集／1月21日から    

■ 講師／佐藤友理氏 
      （品川歴史館学芸員） 

  
 

ゲーム、工作、観察や実験などを通して 

生きものや環境について学びます。 
 

 ① 3月16日（土） 

 （小学1～2年生と保護者） 

 「五感で、ちいさな春を 

        みつけよう！」 
葉っぱや虫たちを観察し、 

春の草花の香り袋を作ります♪ 

 ② 3月17日（日） 

 （小学3～6年生） 

  「みぢかな鳥のヒミツを知ろう！」 
身近な鳥たちにはヒミツがたくさん！ 

観察やゲームを通して学びます。 

飛ぶ鳥のクラフト作りも行います♪ 
 

■ 場所／ こみゅにてぃぷらざ八潮  

■ 募集／２月11日から 

■ 講師／村松亜希子氏 
（生態教育センター主任研究員・千葉大学非常勤講師） 

春の子ども環境学習講座 
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 環境情報活動センターでは、 

「区民環境記者」を募集しています。 

季節の花の情報、地域の環境イベント情報、資源

回収情報など、身近な環境情報をメールなどでお

寄せくださる方を、区民環境記者として登録しま

す。いただいた記事や写真は、環境情報活動セン

ターのホームページなどに掲載します。 

区内在住、在勤、在学で環境に関心 

をお持ちの方のご応募をお待ちして 

います。 

    

 

 

対象：区内の小学生とその保護者 

①小学生の投稿（保護者と小学生の共同投稿） 

②保護者ご自身の投稿 

その他：「区民環境記者」と同様 

  

 詳細は環境情報活動センターまで  

 E-mail：center@shinagawa-eco.jp 

 TEL：03-5755-2200 

区民環境記者募集中 親子環境記者も募集しています 

  

   

 

 前回は植物と昆虫(こんちゅう)と動物のお話があっ

たんだってね。私のことを忘れてもらっては困る

わ。 

 私はキノコ。みんなの知っているキノコは何か

な？シイタケ、シメジ、エノキダケかな。私の仲

間はとっても多いのよ。日本では、だいたい2,500

種類知られているわ。でもね、見つかっていない

キノコってたくさんいるみたいよ。だって私の本

体は、いつもは「土の中」にいることが多いの。

だから見つけにくいのよ。 

 土の中で何をしているのかって？何をしている

と思う？見えないところで色んなものを「分解」

しているのよ。キノコって「菌(きん)」なの。たく

さん集まると見えるけど、１個１個は小さすぎて

見えないわ。顕微鏡(けんびきょう)で見えるかな？ 

 土の中や倒れた木の中で色んなものを分解して

栄養にしているの。みんなも知らないうちに私た

ちの仕業(しわざ)を見ているはずだわ。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋にたくさん葉っぱが落ちるでしょ。土の中の小

さい昆虫が食べて細かくした後、それを分解して

いるのは私たちキノコ＝菌なのよ。分解しなかっ

たら地球上は葉っぱと動物の死体だらけになって

いるわよ。だから人間は私たち「菌」に感謝しな

ければならないわ。あっ、そういえば「植物」に

も感謝しなければならないわよ。 

 あの子たちはおとなしいから言わないけど、植

物がいなかったらあなたたち人間は生きていけな

いのよ。分かってるの？人間は植物を食べるわよ

ね。肉や魚も食べるわね。肉や魚のエサは何だか

知ってるの？その多くは植物よ。元をたどると植

物がエサになっているわ。だから、植物のことを

「生産者」っていうの。作る担当ね。人間や動物

のことは「消費者」って言うわ。使う担当ね。そ

して私たちキノコ＝菌は「分解者」と言うの。掃

除(そうじ)担当よ。この仕組みは素晴らしいシステ

ムよ。  

 人間は使うばかりで、植物みたいに何か作れる

かしら？私たちみたいに分解できるかしら。出来

ないでしょ。だから、みんなで仲良く暮らしてい

きましょうよ。人間だけじゃ何も出来ないわよ。

地球はみんなのものよ。 

（森林インストラクター 石川雄一） 

キノコのつぶやき 

 タマゴタケ 
タマゴの形をしていて 

見た目は毒キノコのようね 

 ソウメンタケ 
地面からニョロニョロと、

そうめんのようね 
 ノウタケ 
無数のシワがあって脳のように見えるね 

食べものの形に似た食べられるキノコ 

【注意】 

食べられるキノコ

だけれど、見るだ

けにしようね 
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大井町店  

品川区役所第三庁舎 

03-5742-6933 

工事中の 

大井町店前  

「リボン」はNPO法人エコ 

タウンしながわ が品川区の 

協力を得て運営している 

リサイクルショップです。 

 

 
「もったいない・・・」 の 

気持ちを大切に 
 

洋服、バッグ、雑貨や家具など、

ご家庭にある品物の買い取り(旗

の台店のみ)や委託販売をしてい

ます。 
「リボン」では、みな 

さまのご来店をお待ち 

しています。詳細はそ 

れぞれのお店にお問い 

合わせください。  

 

大井町店は営業中です  
 現在（平成30年12月）、大井町

店前の駐車スペースは東急大井町

線橋梁掛替工事のための作業場に

なっています。そのため、お客様

から大井町店の店頭がご覧いただ

けない状態ですが、営業しており

ます。 

ご来店をお待ちしています。 

 

 

 

旗の台店  

東急池上線・大井町線旗の台駅

南口から徒歩1分 

03-5498-7803 

 

 

 

 

 

 環境にやさしいＬＥＤの光が街を明るくする、

活性化するという考えから活動しています。 

◆品川宿まちづくり活動「灯篭プロジェクト」 

 地元の協議会である旧東海道品川宿周辺まちづ

くり協議会が進めるまちづく

りの取り組みとして始めたプ

ロジェクトです。 

 活動としては、プロジェク

トで開発した灯篭キットを小

学校の授業で使ってもらい、

それを地元の路地に飾り地域

住民に見てもらっています。協議会と地域活性や

まちづくりに貢献していく活動をしています。 

◆灯篭ロード開催 

 地元の小学校である品川区

立城南第二小学校3、4年生が

今年創立80周年にあたり製作

したものです。 
 

 

 

 11月7日は立冬！関東地方でも

朝夕暖房が欲しくなる季節です。

昨日降った雨で乾燥も和らぎ、

15℃と暖かい朝でした。日中は曇

りのち晴れ、20℃で散策日和、久

しぶりにしながわ花海道を散策し

ました。 

  

 花海道は年二回植替えを行っていま

す。春：菜の花、夏秋：コスモス 

夏から秋のコスモスが終わり、10月に

菜の花の種蒔きをし、芽が出始めたば

かりです。 

鳩も散歩しています。季節に取り残さ

れた夏の花･ユリにカマキリが乗って

います。 

 

 

 

 

関東地方にも紅葉の便りが聞

こえ始め、秋たけなわといった

10月の半ば過ぎ、抜けるような

爽やかな青空に誘われ、カメラ

を片手に八潮団地内の緑道公園

を歩いてみました。 

 台風25号の塩害の影響か、

木々の半分は緑の葉っぱで覆わ

れていますが、半分は葉っぱが

茶色になり丸まっている葉が多く、緑道公園の

木々は随分被害が出ていました。 

 春、満開の桜の花を楽しみましたのに、ぽかぽ

か陽気に季節を勘違いしたの

でしょうか？秋のこの時期に

小ぶりながら枝いっぱいに咲

く桜の花を再び楽しむ事が出

来ました。「10月さくら」と

言うそうです。 

 今年の緑道の紅葉を楽しみたいと思います。  

 

  
紙面の関係上、記事の一部を掲載しています。 

ＬＥＤ灯篭で街を明るく 

（11月1日／環境記者 小野文義氏) 

（11月6日／環境記者 石田雅子氏） 

環境記者活躍中 

立冬のしながわ花海道 

秋の緑道公園を歩く 

（11月14日／環境記者 真壁美枝子氏) 

リサイクルショップ「リボン」

をご利用ください 

https://shinagawa-eco.jp/wp/reporter/?p=3612
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こんな講座を開催しました（平成30年９～12月） 

しながわECOだより 2018年度Vol.3 

発行：品川区都市環境部環境課 

編集：特定非営利活動法人 

   エコタウンしながわ 

発行日：平成30年12月10日 

住所：〒140-0003  

   品川区八潮5-9-11 

TEL/FAX：03-5755-2200 

E-mail：center@shinagawa-eco.jp 

HP：https://shinagawa-eco.jp/ 

本紙は、古紙を配合した用紙で作成しています。 

講座内容の詳細は、環境情報活動センターのホームページ 

https://shinagawa-eco.jp/mt_kouza/でご覧いただけます。 

●おもちゃde教えて！遊んでエコ工作 
（小学生／9月16日)  

おもちゃ作りにも環境への配慮が 

なされていることや、小学生でも 

できる３Rを学んだ後、捨ててし 

まうものを再利用するエコ工作を 

しました。バンダイのカプセル玩 

具の空カプセルと工場から出た廃 

材を組み合わせて、オリジナルの 

はんこを作りました。 

●ミニ里山体験と自然観察 
（小学生／10月14日） 

しながわ区民公園で自然観察 

を行い、ネイチャーゲームで 

里山や生きものについての新 

たな発見をしました。昆虫な 

どが自然の中で敵に見つから 

ないようにカモフラージュしていることを知るゲーム

には、保護者も真剣にチャレンジしていました。 

●都会でできる自然観察～楽しみ方の話と

花・鳥の観察（一般／10月21日）  
自然の楽しみ方や植物と環境との関わりについての話

を聞いた後、なぎさの森の動

植物の生態について、説明を

聞きながらの観察で新たな発

見がありました。参加者から

は「講義と森での観察で植物

や昆虫の知識が深まった」な

どの声がありました。  

●お天気のふしぎと雪の結晶作り 
（小学生／10月28日） 

お天気の豆知識に始まり、ペット 

ボトルでの雲作り、つけもの器、 

缶コーヒー、マシュマロなどを 

使った楽しい気象実験を行いまし 

た。雪の結晶作りでは、全員がき 

れいな雪の結晶を作ることができ

ました。 

●世界の民話と大地の始まり＆ハードカバーの

ミニ製本（大人／11月4日)  

天地創造を描いた珍しい民話を、生物学、また文化人

類学的視点を交えながら考

察。それぞれの部族・民族

が持っていた自然への造詣

に触れました。製作のパー

トでは、アニメで鑑賞した

二つの民話の豆本、又はA8

のオリジナルノートを製本しました。 

●古布で作るバネ口金つきポーチ 
（一般／11月11日） 

バネ口の作り方は色々ありますが、本講座では縫代が

表に出ない、仕上がりもきれいなバネ口の作り方を教

えて頂きました。基本の作り方を覚えれば、用途に応

じて、底の丸味をつけたり角を

つけたりと多様なサイズ、スタ

イルのポーチを作る事が出来ま

す。家庭にある古布や端切れを

利用して、色々なポーチを作っ

てみるのも楽しいでしょう。 

●光のジュースでLEDの不思議に迫ろう！ 
（小学生／11月18日）      

LEDの特徴を学び、光の合成実

験をして光と色の不思議を探り

ました。点灯した3色のLEDをそ

れぞれ紙コップに入れて光の

ジュースに見立て、色々な光の

組み合わせを作ってみました。

右の写真は、光の影を作る実験

です。イルミネーション工作もしました。 

●牛乳パックで作る「ふしぎな不思議なカード」
（小学生／12月2日） 

「不思議なカード」とは、

実は「手品グッズ」でし

た。牛乳パックを切って折 

り、テープで貼るなどして

作ったカードです。 

トンボの絵が、カードをトントン

とたたくと飛行機に！また、モノ

クロの犬の絵がカラーに！ 

3種類の手品グッズを作りました。 

身近にある材料を使って色々な楽しみ方 

ができます。 


